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HPでも御覧になれます。 https://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-mk/index.html 

 

 

  

 保坂晋也    

 

 

平成から令和へと新たな時代を迎えました。大きな節目にあたり、各関係機関におかれましては、

志を新たに新年度の第一歩を踏み出されたことと思います。 

峡南教育事務所は、昨年度と同じく総勢１３名でのスタートとなりました。これまでの取組を通し

て積み重ねてきた成果をもとに、それぞれの担当において、峡南教育事務所管内の各町教育委員会、

保育所（園）・幼稚園、小中学校、高等学校、特別支援学校等と連携を密にしながら、様々な事業の充

実に向けて精一杯取り組んで参りたいと思っております。 

さて、新元号「令和」の典拠となった万葉集が話題となっています。４月の新元号発表後に、県内

には少なくとも４市町村の７カ所に３３基に上る万葉集の歌碑があることが新聞で紹介されていま

した。その多くが万力公園内にあるということですが、峡南管内にも２カ所に存在するそうです。1

基はますほ文化ホールに、そしてもう 1基は私が一昨年度まで勤務させていただいた増穂小学校の正

面玄関前にあります。身近にある貴重な歌碑が脚光を浴び、取り上げられたことをうれしく思うとと

もに、何か誇らしい気持ちにもなりました。そこには「銀（しろがね）も 金（くがね）も玉も 何せ

むに まされる宝 子に如（し）かめやも」という山上憶良の歌が刻まれています。どんな財宝も子に

勝るものはないという内容から、遠い万葉の昔も今も、子どもを思う気持ちに変わりはないというこ

とがわかります。 

新時代を迎え、それに伴って様々な社会の変化が生じ、その度合いは年を追う毎に大きくなり加速

しているように感じられます。一方で、子ども達の成長に必要な環境づくりがそのスピードに追いつ

いていっていないようにも思います。本格実施が間近に迫った学習指導要領への対応をはじめとする

学力向上への取組、不登校やいじめなどの心の問題への対応、貧困や虐待なども含めた安全・安心に

関わる対策等々、今、社会全体の課題ともいえる教育課題が山積をしています。こうした中で、これ

まで以上に子どもたちの健やかな成長に携わる関係機関が力を合わせ、諸課題の解決を図っていかな

ければなりません。 

教育事務所と致しましても、いつの世においても大切な宝で 

ある子ども達の未来を見据え、県の出先機関としての役割を果 

たしつつ、地域の声に耳を傾け、新たな時代の要請に応えて参 

りたいと思っております。変わらぬお支えをいただきますよう 

お願いを申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。1年間よろ 

しくお願い致します。 

かけはし１６1 号の誌面 

p1 教育事務所長あいさつ   

p2 ことぶき勧学院入学式・ 

進級式、峡南教室開講式  

p3 新「栄保育所」開園 

    令和元年度研究推進校紹介 

p4  講演会（地推協）のお知らせ 

教育事務所新スタッフ紹介 

TEL:0556-22-8154
https://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-mk/index.html
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 平成３１年4月1６日YCC県民文化ホールに

おいて、山梨ことぶき勧学院の６教室の１年生

１６４名（内峡南教室３１名）の入学式と２年

生１３８名（内峡南教室２８名）の進級式が盛

大に挙行されました。 

市川満学院長（山梨県教育長）は式辞で「昭

和６２年開校したことぶき勧学院は３２年の歴

史の中で、生きがいの創出、新たな縁・絆の構

築、地域の活性化に貢献できる人材の育成、健

康の増進の実現を目指し、その充実した学習内

容で高い評価を得てきました。令和元年の学院生にとっても、ここでの学びが「人生百年時代」と

いう未知なる世界への旅の地図となり、旅を実りあるものにすることを願っています。」と述べま

した。 

式の終了後には、山梨大学名誉教授・早稲田大学名誉教授である生物学者・理

学博士の池田清彦氏による講演が開催されました。「いきいきと楽しく生きる」

と題し人生を享受する方法を示唆していただきました。「認知症」や「がん」に

も言及し、老化との向き合い方を生物学的見地から解説して頂き、その潔い語り

口に会場は爆笑の渦に巻き込まれました。内容はもちろん、講演そのものが愉快

かつ自由闊達で、参加者の脳の活性化と健康長寿につながるひとときでした。                                                                             

 

 

 

ことぶき勧学院峡南教室の開講式

が４月24日（2年）、27日（1

年）に南巨摩合同庁舎で開催されま

した。保坂晋也峡南教育事務所長は

「激励のことば」を１、２年生５９

名に贈りました。新年度への決意

を、２年代表の佐久間徹氏と１年代

表の竹内正直氏が表明しました。 

竹内氏は「ことぶき勧学院は、仲

間と共に学びながら生きがいづくり

と地域への貢献を行う場と聞いてお

ります。 ～ また、この教室で学ん

だことを地域社会の中に活かし地域

文化の振興に貢献したいと考えてお

ります。～ 本日、只今をもって始

まる２年間の勧学院生活が熟年を飾

る好機となるよう、ともに精励琢磨

することをお誓いいたします。」と

決意を表明しました。 

 

２年生 ↗     １年生 ↘ 

 

 

勧学院歌 指揮   入学生代表誓いの言葉   市川満教育長 

大久保由美子氏      阪本俊美氏 

 

１年生代表 竹内正直氏  2年生代表 佐久間徹氏 

 

 

小林一徳先生 

 

保坂晋也所長 

 

池田清彦氏 

 



- 3 - 

 

 

昨年の２月、待ちに待った新保育

所が完成しました。町内の睦合・栄

の２保育所が統合し、新「栄保育

所」の誕生です。 

開園式・入園式が、４月２日に行われ、式の冒

頭、佐野和広町長が園児に向けた挨拶の中で「輝

かしい幕開けとともに、令和という新たな年にな

ります。園児達が融和の中で、すくすくと育って

いくことを期待しています。」とお話されました。 

その後、園児を代表し、年長園児の遠藤瑠花さん、佐野太蹴さん、佐

野杏奈さんの３名が息を合わせ、「これから栄保育所で大勢のお友達と

仲良く過ごし、たくさんの楽しい思い出をつくっていきます。」と、力強

い誓いの言葉の発表がありました。 

式の最後に、全園児と先生方とが、チューリップの歌を披露しま

した。可愛らしい踊りが印象的で、満開の桜の下で、新栄保育所全

体が、明るさと優しさに包まれました。 

新栄保育所では、未満児のために広いスペースを確保し、希望

制でバスの送迎も始めました。全園児数５８名と，大倉直也所

長、佐野典子主任保育士をはじめ，全職員１３名での新たなスタ

ートです。 

 

 

 

 

 

  

         事  業  名  期 間 推進校及び公開日 

道徳教育研究推進事業 31～33 三珠中学校 

連携型中高一貫教育実施事業 31～ 身延中学校、南部中学校、身延高校 

小中連携研究協議会 29～31 六郷小学校、六郷中学校 

初任者研修実習校＊計５回 授業研究開催 31～ 下山小学校、増穂中学校 

早川町センター校（町）  31～33 早川南小学校 

ＮＩＥ指定実践校 30～ 早川北小学校、身延中学校 

青少年赤十字活動 31～32 早川北小学校、早川南小学校、 

早川中学校 

オリンピック、パラリンピック教育推進事業 31～  （未定）  

文部科学省,山梨県教育委員会等の研究指定を受けて教育活動に取り組んでいる管内の

小・中・高等学校の事業を紹介します。 

大倉直也 所長  

 

新「栄 保育所」開 園 

佐野和広 町長  

 

園児３名の誓いの言葉  

 

チューリップの歌の披露  
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☆下記の講演会は、どなたでも無料で参加できます。当日会場へお越しください。

平成３０年度末の人事異動により、３人の新メンバーを迎えスタートしました。「総務・地域教

育支援・学校教育」の３部門で子どもたちの成長を支援します。どうぞよろしくお願いします。 

○町教育委員会の指導・助言及び町教育委員会との協力   

○町立学校の教育環境整備についての助言 

○学校・家庭・地域社会の連携の推進           

○教育行政に関する相談及び子どもの教育相談 

○教育に関する広聴及び広報               

○県立高等学校教育改革に関する連絡調整 

○県費負担教職員の人事についての連絡調整        

○県費負担教職員の給与、旅費、児童手当、研修 

○社会教育支援                   

 ○学校教育の指導助言 

○学力向上対策の実施 

○学齢児童生徒の就学指導 

 ○教科書採択事務の指導助言 

○学校保健、給食、安全指導 

 

 

地域教育情報紙「かけはし」の目的は、学校・家庭・地域の連携を深め、社会教育と 

地域教育の充実・発展に貢献することです。皆様の特色ある取組や機関の連携事例等を 

御紹介ください。今年度も従来同様の編集に努めますので、御愛読をお願いします。  

 

峡南教育事務所地域教育支援スタッフ 所在地: 南巨摩郡富士川町鰍沢771-2  

TEL: 0556-22-8154 FAX:0556-22-8144 

 ７月９日（火） 15:00～ 身延町総合文化会館 

○講演 「児童虐待の現状と課題」 

～今、私たちにできること～（仮題） 

中央児童相談所 児童虐待対策幹 

児童福祉司  山寺利幸 氏 

８月３０日（金）15:00～ 身延町総合文化会館 

○講演 「共に輝き続けるために」 

～これからの子育て～（仮題） 

山梨県立大学 人間福祉学部  

教授 坂本玲子 氏 

１１月１２日（火）14:00～ 身延町総合文化会館  

○講演 「SNS の及ぼす子ども達への影響について」

（仮題） 

山梨県警察本部  少年・女性安全対策課  

少年対策官  加藤克人 氏 

  
１月２４日（金）19:00～ 身延町総合文化会館 

○講演 心の豊かさを創る 

「あなたが育てる温かさの輪」（仮題）  

Cosmos コミュニケーション代表 

NPO法人 交流分析協会 准教授 小林雅美 氏 

新任

保坂 晋也

鷹野 和也

主査 成島 絹代

主任(育休中) 清水美紀子

臨時職員(代替) 有泉 千佳 ☆

主幹 片田 幸樹

主幹 小林 久美

地域学力向上推進幹 上田 寛二

指導主事 一瀬　清 ☆

指導主事 渡邉　賢

指導主事 木内　寛

瀧田 恵子

甲斐 江美

熊谷 正 ☆

学校教育

ｽｸｰﾙ･ｿｰｼｬﾙ･ﾜｰｶｰ

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ・ﾃｲｰﾁｬｰ

峡南教育事務所　職員一覧

所　　長

次　　長

総務

地域教育支援

TEL:0556-22-8154

